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地域で頑張っている皆さんを「ダーツの旅」風に追っています！

やわらかな、若い風 ㉖

Monthly Happy Communications

Interactive
Side Story

 ふれあい
　サイドストーリー 北嶋信也さん、  歌を通し後輩に「音楽家」の姿を披露！

◆33歳、鳥海町下川内　◆好きな言葉　「継続は力なり」。何であっても、日々
　の積み重ねが大事だと思うからです。　◆性格　のんびりしている方です。
◆市内で好きな場所　近くにある鶯川ダム。春は桜が満開できれいです。
◆お世話になった方へ　近所の皆さんにはいつもお世話になっています。
　わからないことが多く、いろいろ教えてもらい、ありがたいと思っています。

　貴志さんは、1.8㌶の圃場でアスパラガスの栽培をス
タートしました。「去年は露地とハウスで株の育成に取
り組み、今年７月から夏芽を出荷しています。農業一本
でやっていくため、水稲（2.6㌶）、WCS（9.1㌃）だけで
なく、アスパラで複合経営の確立を目指しています」。
茎をよく見て、収穫は早朝と午後の毎日２回。「雨の日
も芽はぐんぐん伸びるので、起床が朝５時から４時、３時
半へと徐々に早くなり、アスパラと一緒に自分も成長する
感じですね」と屈託なく笑います。
　来年はハウスを6.6㌃拡大する予定で
「３年目の春の収穫が楽しみ」と、展望
を語る貴志さん。仕事の疲れを温泉で
癒やし気分転換を図りながら、産地確
立を担う若いパワーを発揮しています。

弟、いとこと一緒に

佐藤 貴志 さん
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ハ
ウ
ス
を
拡
大
予
定
。来
年
春
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す

SATO  Takashi-

WCS＝稲発酵粗飼料。

ナポリ民謡を披露した北嶋さん。
「小学校でピアノ、中学校からア
マチュアバンドをやり、高校の吹
奏楽部ではアルトサックスを担当。
大学で歌と出合い、今に至ります。
歌を通じ、私のような人生もある
ことを後輩に伝えられたように思い
ます」と話しました。次回のカダー
レ出演は来年２月、「リアル・クラ
シック２」。また、11月５日には日
本青年館ホールでのジョイントリ
サイタル出演が決まっており、「市
出身の方々にも聴いてもら
えたらうれしいですね」
とほほ笑みました。

　テノール歌手の北嶋信也さん
（37歳・石脇出身）が９月30日、
カダーレで行われた「本荘高校
同窓会創設110周年記念式典」
で在校生に歌声を披露しました。
　北嶋さんは同校から東海大学
芸術学科音楽課程、同大学院を
経てベルリンのフンボルト大学に
留学。スイスのチューリッヒ歌劇
場で研修を積み、同劇場のオペ
ラ公演をはじめ、スイスやオース
トリアでコンサートを行いました。
４年前に帰国し、二期会会員、
東海大学講師を務めています。
　今回は日本の歌、イタリアオペラ、ピアニスト・浅野未麗さんと、夫妻でステージに立った北嶋さん

で在校生
　北嶋さ
芸術学科
経てベル
留学。ス
場で研修
ラ公演を
トリアでコ
４年前に
東海大学
今回は、夫妻でステージに立った北嶋さん
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本
市
で
９
月
24
日
に
開
か
れ
た
「
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
」。
２
回
目
の
男

女
総
合
優
勝
を
果
た
し
、
高
橋
晃
司
さ
ん
（
36
歳
・
川
口
）
は
「
１
年
間
、
ひ
た

す
ら
練
習
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
成
果
を
出
せ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
話
し
、

優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に
し
た
喜
び
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。　　
（
記
事
は
４
・
５
㌻
）

月月月月月月月月月月月月月月月月月 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日月月月月月月月月月月
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本
市
名
誉
市
民
で
文
化
功
労
者
の

遠
藤
章
博
士
（
83
歳
・
東
由
利
法
内

出
身
）
が
10
月
26
日
、
カ
ナ
ダ
・
ト

ロ
ン
ト
で
行
わ
れ
る
「
ガ
ー
ド
ナ
ー

国
際
賞
」
の
受
賞
式
に
臨
ま
れ
ま
す
。

　

遠
藤
博
士
は
三
共
㈱
研
究
員
時
代

の
１
９
７
３
年
に
、
ア
オ
カ
ビ
の
培
養

液
か
ら
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
を
劇
的
に
低
下
さ
せ
る
物
質
「
ス

タ
チ
ン
」
を
発
見
し
、
製
剤
化
へ
の
道

を
開
い
た
業
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

「
ス
タ
チ
ン
」
は
現
在
、
世
界
１
０
０

カ
国
以
上
で
約
４
千
万
人
が
服
用
し

て
お
り
、「
第
二
の
ペ
ニ
シ
リ
ン
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ガ
ー
ド
ナ
ー
国
際
賞
」
は
医
学
・

生
命
科
学
の
分
野
で
大
き
な
発
見
や

貢
献
、
功
績
が
認
め
ら
れ
る
研
究
者
に

贈
ら
れ
る
学
術
賞
で
、
特
に
医
学
の

分
野
で
は
世
界
的
に
権
威
の
あ
る
国

際
賞
の
一
つ
で
す
。
日
本
人
の
受
賞

は
遠
藤
博
士
が
８
人
目
で
、
東
北
６
県

か
ら
は
初
の
受
賞
。
遠
藤
博
士
の
栄
え

あ
る
受
賞
に
称
賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

市
内
も
祝
福
と
喜
び
の
声
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

　

受
賞
式
を
前
に
、
遠
藤
博
士
は
「
素

晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
け
る
こ
と
を
光

栄
に
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
キ

ノ
コ
や
麹
カ
ビ
な
ど
の
菌
類
に
興
味
と

関
心
を
持
っ
て
以
来
、
微
生
物
の
応
用

研
究
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
受
賞
は

研
究
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
上
司
の
お

か
げ
で
あ
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
す
。

遠 
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章 

博
士

生
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科
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献
、
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れ

分
野

際
賞

の
１
９
７
３

液
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液
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的

タ
チ
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を
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い
た
業
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ス
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ガ

　

遠 
藤   

章 

博
士
の
略
歴

 

遠 

藤　

章
博
士（
え
ん
ど
う
・
あ
き
ら
）

　

東
京
農
工
大
学
特
別
栄
誉
教
授
、

東
北
大
学
農
学
博
士
。
１
９
３
３
年

本
市
東
由
利
法
内
生
ま
れ
。
法
内
小

学
校
、
下
郷
中
学
校
か
ら
本
荘
高
校

下
郷
分
校
へ
進
み
、
秋
田
市
立
高
校

（
現
・
秋
田
中
央
高
校
）
へ
編
入
。

東
北
大
学
農
学
部
を
卒
業
後
、
57
年

三
共
㈱
（
現
・
第
一
三
共
）
に
入
社
。

66
年
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
医
科
大
学

（
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
留
学
。
同
年

農
学
博
士
を
取
得
、
79
年
東
京
農
工

大
学
農
学
部
助
教
授
。
86
年
同
教
授
。

97
年
退
官
の
の
ち
、
同
名
誉
教
授
、

㈱
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
研
究
所
代
表
取

締
役
所
長
。
05
年
金
沢
大
学
客
員
教

授
、
07
年
東
北
大
学
特
任
教
授
。
08

年
東
京
農
工
大
学
特
別
栄
誉
教
授
、

09
年
早
稲
田
大
学
特
命
教
授
な
ど
を

歴
任
。

　

00
年
ウ
オ
ー
レ
ン
・
ア
ル
バ
ー
ト

財
団
賞
（
ア
メ
リ
カ
）、
06
年
日
本

国
際
賞
（
国
際
科
学
技
術
財
団
）、

マ
ス
リ
ー
賞
（
ア
メ
リ
カ
）、
08
年

ア
ル
バ
ー
ト
・
ラ
ス
カ
ー
臨
床
医
学

研
究
賞
（
同
）、15
年
マ
ヒ
ド
ン
王
子

賞
（
タ
イ
）、
17
年
ガ
ー
ド
ナ
ー
国
際

賞
（
カ
ナ
ダ
）
な
ど
を
受
賞
。

　

07
年
秋
田
県
名
誉
県
民
、
本
市
名

誉
市
民
、
11
年
文
化
功
労
者
、
米
国

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
外
国
人
会
員
、
12

年
瑞
宝
重
光
章
、
全
米
発
明
家
殿
堂

入
り
な
ど
、
偉
大
な
功
績
に
よ
り
数
々

の
顕
彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

    市  長

長谷部　 誠
  市  長

長谷部　 誠
    市  長

長谷部　 誠

　このたびの「ガードナー国際賞」
受賞を、市民とともに、心からお祝
い申し上げます。
　世界的に権威のある国際賞を受賞
されましたことは、ひとえに遠藤先
生の長年にわたる研究者としての熱
意とたゆまぬ努力が実を結んだもの
と深く感銘しております。
　このたびの受賞は、私たち由利本
荘市民に大きな誇りと希望をもたら
してくれました。
　由利本荘市民を代表して、心から
お祝いの言葉をお贈りさせていただ
きます。

　私たちは小学校の学習で遠藤先生
を調べました。ガードナー賞の受賞
はすごく栄誉なことで、後輩として
とても誇らしく思います。
　私たちは修学旅行で遠藤先生とお
会いしました。先生は「一度は海外
に出てほしい。日本に足りないとこ
ろ、日本の良いところなどを知るこ
とができる。夢を持って努力してく
ださい」と激励してくださいました。
先生が市や東由利を身近に思ってく
れていると知り、励まされました。

（東由利黒渕）（東由利黒渕）

市
民
の
誇
り
、
希
望
と
な
る
国
際
賞

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す

東京農工大学特別栄誉教授
室を訪ねて  　（５月18日）
東京農工大学特別栄誉教授
室を訪ねて  　（５月18日）

私
を調
はす
とて
私
会い
に出
ろ、
とが
ださ
先生
れて

ガ
ー
ド
ナ
ー
賞
は
栄
誉
で
誇
ら
し
い

郷
里
思
う
先
生
の
気
持
ち
が
励
み
に

    東由利中３年

畠 山  楓 乃
    東由利中３年

畠 山  楓 乃 さ
ん

受
賞
の
会
見
で
記
者
の
質
問
に

笑
顔
で
答
え
る
遠
藤
博
士

（
写
真
提
供
／
東
京
農
工
大
学
）
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弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
想
定

し
た
住
民
避
難
訓
練
が
９
月
27

日
に
西
目
総
合
支
所
周
辺
で
行

わ
れ
、
付
近
の
住
民
や
西
目
小

児
童
な
ど
約
３
２
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
ミ
サ
イ
ル
が
発
射

さ
れ
、
日
本
に
飛
来
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
の
想
定
で
実
施
。

参
加
者
は
防
災
行
政
無
線
か
ら

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
起
動
を
想
定
し

た
放
送
が
流
れ
る
と
、
シ
ー
ガ

ル
な
ど
の
建
物
に
避
難
し
た
り

大
き
な
木
の
下
で
身
を
伏
せ
た

り
し
て
、
身
の
安
全
を
守
る
行

動
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
俊
朗
さ
ん
（
63
歳
・
西

目
町
沼
田
）
は
「
実
際
に
発
射

さ
れ
た
ら
時
間
が
少
し
し
か
な

い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
る
べ
き
か
を
確
認
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
想
定　

国
・
県
・
市
合
同
の
住
民
避
難
訓
練

　

本
荘
藩
の
参
勤
交
代
を
再
現

し
た
「
本
荘
大
名
行
列
」
が
、

９
月
17
日
に
本
荘
地
域
中
心
部

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
万
石
の
格
式
を
整
え
た
古

式
ゆ
か
し
い
大
名
行
列
は
、
挟

箱
を
担
い
だ
２
人
の
奴
が
儀
礼

に
の
っ
と
っ
た
足
さ
ば
き
で
八

幡
神
社
を
出
発
。
こ
れ
に
傘
、

毛
槍
、
大
鳥
毛
、
練
子
・
三
文

奴
、
お
殿
様
が
続
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
の
日
役
町
獅
子
踊
り
、
巫

女
や
み
こ
し
、
各
町
内
の
山
車

が
行
列
の
後
に
続
き
、
色
鮮
や

か
な
時
代
絵
巻
の
祭
り
の
列
が
、

訪
れ
た
沿
道
の
見
物
客
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。

本
荘
大
名
行
列　

古
式
ゆ
か
し
く
、
大
名
行
列
練
り
歩
く

　

元
監
査
委
員
の
佐
々
木
均
さ

ん
（
67
歳
・
船
岡
）
が
８
月
24

日
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全

国
都
市
監
査
委
員
会
定
期
総
会

の
席
上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
佐
々
木
さ
ん

が
平
成
21
年
７
月
か
ら
本
年
１

月
ま
で
識
見
監
査
委
員
と
し
て

監
査
業
務
に
精
励
し
、
都
市
監

査
委
員
制
度
の
発
展
と
市
の
財

務
事
務
や
事
業
の
執
行
管
理
の

適
正
化
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
「
市
の
事
業

が
市
民
生
活
の
向
上
に
役
立
っ

て
い
る
か
と
の
視
点
で
監
査
を

行
う
こ
と
が
監
査
委
員
の
使
命

と
思
い
、
職
務
に
務
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
一
市
民
と
し
て

健
全
な
る
市
の
発
展
に
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

業
務
の
功
績
を
た
た
え

元
監
査
委
員
の
佐
々
木
さ
ん
に
表
彰
状

「お殿様」を務めた子ども参勤交代を再現した大名行列

避難する児童たち

4

第
26
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
由
利
本
荘
大
会　

本
市
、
２
回
目
の
男
女
総
合
優
勝
飾
る

　

第
26
回
「
全
国
市
町
村
交
流

レ
ガ
ッ
タ
由
利
本
荘
大
会
」
が

９
月
23
日
、
24
日
に
子
吉
川
ボ

ー
ト
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
本
市
な
ど
32
市

町
村
が
加
盟
す
る
「
全
国
ボ
ー

ト
場
所
在
市
町
村
協
議
会
」
主

催
に
よ
る
各
地
の
持
ち
回
り
で

開
か
れ
て
お
り
、
本
市
で
は
22

年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

　

大
会
に
は
28
市
町
村
の
住
民

代
表
１
２
８
ク
ル
ー
が
出
場
。

共
通
種
目
「
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

５
０
０
㍍
」
の
男
女
・
年
齢
別

の
８
部
門
で
、
日
本
一
を
目
指

し
て
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
予
選
会
の
後
、
開
会

式
と
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
カ

ダ
ー
レ
で
行
わ
れ
「
鳥
海
前
ノ

沢
太
鼓
」
が
勇
壮
な
演
奏
で
開

幕
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

女
子
、
初
の
総
合
Ｖ
に

　　

２
日
目
は
部
門
ご
と
の
準
決

勝
、
決
勝
を
実
施
。
本
市
は
議

会
議
員
シ
ニ
ア
部
門
で
優
勝
を

飾
っ
た
ほ
か
、
６
部
門
で
３
位

以
内
に
入
賞
し
、
女
子
総
合
初

優
勝
と
、
４
年
ぶ
り
２
回
目
の

男
女
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
長
谷
部
市
長
か

ら
田
中
協
議
会
長
（
富
山
県
南
砺

市
長
）
に
大
会
旗
が
返
還
さ
れ
、

次
回
開
催
地
の
越
・
滋
賀
県
大

津
市
長
へ
と
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
選
手
や
応
援
、
観

客
な
ど
約
千
２
百
人
が
参
加
。

選
手
は
子
吉
川
を
舞
台
に
白
熱

し
た
競
り
合
い
を
展
開
し
、
競
技

を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
の
物
産
販
売

や
グ
ル
メ
ブ
ー
ス
は
大
い
に
に

ぎ
わ
い
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
大
会
の
円
滑
な
運
営
を
支

え
る
と
と
も
に
、
温
か
な
お
も

て
な
し
で
広
く
内
外
に
「
ボ
ー

ト
の
ま
ち
由
利
本
荘
」
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　環境と対応が素晴らしかった
　しっかりしたコースに加え、ゆった
りできるスペースがあって素晴らしい
ですね。スタッフの方の対応も丁寧で、
参考にして準備します。来年の大会で
は琵琶湖と大津市を満喫してください。

奥 村　功さん
 （56歳・大津市）

　しっ
りでき
ですね
参考に
は琵琶

奥 村　功さん
（56歳・大津市）
奥 村　功さん
 （56歳・大津市）

 大会に参加でき感謝しています
　この大会に参加し、各クルーの力漕
を応援できて感動しました。熟年選手
のユニフォームやパフォーマンスには
魅力を感じました。チーム由利本荘に
参加できたことに感謝しています。

熊谷  悦子さん
   （62歳・前郷）

　この
を応援
のユニ
魅力を
参加で

熊谷  悦子さん
  （62歳・前郷）
熊谷  悦子さん
   （62歳・前郷）

　ボートで職場に一体感生まれた
　地元の皆さんの大声援に背中を押して
もらいました。ボートを通じて職場に一
体感が生まれています。これからもみん
なで楽しみながら練習していきたいと思
います。

佐藤  智信さん
（46歳・矢島町新荘）

地元の
もらいま
体感が生
なで楽し
います。

佐藤  智信さん
（46歳・矢島町新荘）
佐藤  智信さん
（46歳・矢島町新荘）

 天気も良く、素晴らしい大会に
　市議会議員クルーなど、本市のチー
ムが頑張っていると聞いて応援に来ま
した。全国大会は初めて見ましたが、
天気も良く、素晴らしい大会になった
と思います。

眞坂  吉光さん
   （69歳・三条）

　市議
ムが頑
した。
天気も
と思い

眞坂  吉光さん
   （69歳・三条）
眞坂  吉光さん
   （69歳・三条）

アクアパル前のコースで熱戦を展開するクルー（上）アクアパル前のコースで熱戦を展開するクルー（上）アクアパル前のコースで熱戦を展開するクルー（上）

市のクルーには大きなメガホンから声援が

ダ
ー

沢
太

幕
を女２

勝
、

会
議

飾以
内

優
勝

男
女

市のクルーには大きなメガホンから声援が市のクルーには大きなメガホンから声援が 開会式に参加した28市町村の選手や関係者

９
月

ー
トこ

町
村

ト
場

催
に

開
か

年
ぶ大

代
表

共
通

５
０

の
８

し
て初と初

式
と

開会式に参加した28市町村の選手や関係者開会式に参加した28市町村の選手や関係者高 と々カップを掲げ、優勝を喜ぶ

大な手
し
た

を
通ま

や
グ

ぎ
わ

ア
が

え
る

て
な

ト
の

し
ま

高々とカップを掲げ、優勝を喜ぶ高 と々カップを掲げ、優勝を喜ぶ 応援リーダーの柴田祐夏さん

閉
ら
田

市
長

次
回

津
市大大

客
な

選
手

応援リーダーの柴田祐夏さん応援リーダーの柴田祐夏さん

長
谷
部
市
長
（
左
）
が
返
還

し
た
大
会
旗
を
手
に
笑
顔
を

見
せ
る
越
・
大
津
市
長（
右
）

長
谷
部
市
長
（
左
）
が
返
還

し
た
大
会
旗
を
手
に
笑
顔
を

見
せ
る
越
・
大
津
市
長（
右
）

長
谷
部
市
長
（
左
）
が
返
還

し
た
大
会
旗
を
手
に
笑
顔
を

見
せ
る
越
・
大
津
市
長（
右
）

や
っ
こ

は
さ
み

や
り

お
お
と
り
げ

み

こ
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問
い
合
わ
せ
先

管
財
課　

☎
24―

６
２
６
２

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課　

☎
24―

６
３
１
９

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課　

☎
24―

６
２
５
３

問
い
合
わ
せ
先

総
合
防
災
公
園
管
理

運
営
準
備
事
務
局

☎
24―

６
２
７
６

市政情報

「
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」
の

施
設
使
用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
30
年
10
月
オ
ー
プ
ン
予
定

の
「
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」
の
使

用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
対
象　

平
成
30
年
度
（
平
成

30
年
10
月
〜
平
成
31
年
３
月
）
に

開
催
を
予
定
し
て
い
る
中
央
地
区
、

全
市
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
お
よ

び
一
般
行
事

受
付
期
間　

11
月
10
日
㈮
〜
30
日

㈭
（
使
用
希
望
日
に
重
複
が
あ
っ

た
場
合
に
は
調
整
）

※

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市政情報

物
品
を
売
り
払
い
ま
す

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
次
の

物
品
を
売
り
払
い
ま
す
。

入
札
物
品

○
物
品
名　

ニ
ッ
サ
ン
・
シ
ビ
リ

　

ア
ン

○
年
式　

平
成
14
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格　

20
万
円

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
物
品
写
真

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

入
札
関
係
書
類
の
交
付
と
公
開
期

間　

10
月
23
日
㈪
〜
30
日
㈪　

９

時
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

書
類
交
付
の
場
所　

管
財
課
（
市

役
所
増
設
棟
２
階
）

※

期
間
内
に
書
類
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
入
札
に
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

公
開
連
絡
先　

由
利
教
育
学
習
課

☎
53―

２
２
４
５

※

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
札
日
時　

11
月
13
日
㈪　

10
時

入
札
場
所　

市
役
所
正
庁

市政情報

古
着
の
再
利
用
回
収
を

実
施
し
ま
す

　

「
燃
え
る
ご
み
」
の
量
を
減
ら

す
た
め
、
古
着
の
回
収
を
実
施
し

ま
す
。

　

回
収
し
た
古
着
は
再
利
用
さ
れ

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
品
目　

衣
類
、
下
着
、
帽
子
、

手
袋
・
靴
下
（
左
右
そ
ろ
っ
て
い

る
も
の
）
、
か
ば
ん
類
（※

）
、

靴
類
（※

）
、
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
、

毛
布

※

一
部
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
靴
類
は
一
対
ご

と
に
袋
に
お
入
れ
く
だ
さ
い
。

回
収
で
の
注
意
点

○
中
身
が
確
認
で
き
る
透
明
な
袋

　

に
入
れ
て
口
を
つ
な
い
で
持
っ

　

て
き
て
く
だ
さ
い
。

○
再
利
用
さ
れ
ま
す
の
で
洗
濯
済

　

み
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
破
れ
や
汚
れ
の
あ
る
も
の
、
ぬ

　

れ
て
い
る
も
の
は
回
収
で
き
ま

　

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
24―

６
３
９
０

ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　

●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
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○
市
で
投
票
で
き
る
方
は

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、
平

成
11
年
10
月
23
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
は
本
年
７

月
９
日
以
前
か
ら
、
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
に
お
い
て
は
７
月
14
日
以
前
か
ら
引
き

続
き
本
市
に
お
住
ま
い
に
な
り
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

○
「
入
場
券
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
、
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

が
同
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
共
通
の

入
場
券
と
な
り
ま
す
。
10
月
４
日
か
ら
順

次
各
家
庭
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
日
の
３
日
前
に
な
っ
て
も

届
か
な
い
と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
当
日
の
投
票
所
で
の
投
票

　

投
票
所
の
開
閉
時
間
は
投
票
区
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
入
場
券
に
「
投
票
所

名
・
投
票
時
間
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
必
ず
ご
確
認
の
上
、
入
場
券
を
お

持
ち
に
な
っ
て
指
定
の
投
票
所
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※

入
場
券
を
紛
失
し
た
り
忘
れ
た
り
し
た

場
合
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

○
投
票
所
が
一
部
変
わ
っ
て
い
ま
す

　

次
の
投
票
所
は
前
回
の
選
挙
と
場
所
が

変
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
鳥
海
第
１
投
票
所

「
紫
水
館
」
か
ら
「
鳥
海
保
健
セ
ン

タ
ー
」
に
変
更
。

○
「
期
日
前
投
票
所
」
の
ご
利
用
を

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情

に
よ
り
、
投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い

方
は
「
期
日
前
投
票
」
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
市
内
15
カ
所
の
施
設
で
行
い
ま

す
。
投
票
で
き
る
施
設
と
日
時
を
ご
確
認

の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

入
場
券
が
お
手
元
に
届
く
前
、
ま
た
紛

失
し
た
り
忘
れ
た
り
し
た
場
合
で
も
期
日

前
投
票
で
き
ま
す
。

○
選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

　

選
挙
公
報
は
、
遅
く
と
も
選
挙
期
日
の

２
日
前
ま
で
に
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。

候
補
者
の
政
見
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す
の

で
、
投
票
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
院
や
出
稼
ぎ
中
の
方
は

　

指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
施
設
に
入
っ

て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院
な
ど
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
病
院
長
ま
た
は
施
設

長
に
不
在
者
投
票
請
求
の
手
続
き
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
に
住
所
が
あ
り
、
仕
事
な
ど

の
た
め
遠
く
に
お
住
ま
い
の
方
も
、
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
請
求
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
投
票
は
お
早
め
に
手
続
き
を

　

体
に
重
度
の
障
が
い
を
持
つ
方
な
ど
で
、

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
た

方
は
、
自
宅
な
ど
で
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
期

限
は
10
月
18
日
㈬
で
す
が
、
手
続
き
す
べ

て
を
郵
便
で
取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

○
開
票
は
当
日
、
総
合
体
育
館
で

　

開
票
作
業
は
、
投
票
日
当
日
午
後
９
時

か
ら
市
総
合
体
育
館
（
岩
谷
町
）
で
行
い

ま
す
。
観
覧
は
自
由
で
す
が
、
席
数
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
は
10
月
22
日
㈰

「
熱
く
な
れ　

未
来
を
託
す　
一
票
に
」

市政情報

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
住
宅
整
備
資
金
」

貸
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

母
子
・
父
子
家
庭
、
寡
婦
の
皆

さ
ん
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
貸
付
制
度
で
す
。

貸
付
の
対
象　

市
内
に
居
住
し
、

扶
養
す
る
子
の
あ
る
配
偶
者
が
い

な
い
女
性
や
男
性
で
、
住
宅
の
整

備
を
必
要
と
し
、
自
力
で
整
備
を

行
う
こ
と
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額　

１
世
帯
当
た
り
１

５
０
万
円

貸
付
利
率　

年
０
・
１
㌫

※

た
だ
し
、
所
得
税
非
課
税
世
帯

や
災
害
救
助
法
適
用
に
よ
る
復
旧

の
た
め
の
場
合
は
無
利
子

据
置
期
間　

１
年
以
内

償
還
期
間　

据
置
期
間
経
過
後
９

年
以
内

償
還
方
法　

半
年
ま
た
は
月
賦

保
証
人　

１
人
（
本
市
居
住
者
）

※

そ
の
他
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

古着回収の日程
地　域 場　　所日　　時
西目
大内
矢島
東由利
鳥海
由利
岩城
本荘

  9時～11時
13時～15時

13時～15時
11月  5日㈰

11月12日㈰

10月29日㈰

  9時～11時

  9時～11時
  9時～15時

西目総合支所前
大内総合支所車庫前
矢島総合支所前
旧東由利町役場敷地内車庫
鳥海総合支所敷地内車庫
善隣館前
岩城総合支所敷地内車庫
市役所前駐車場

※秋田県立大学本荘キャンパスの期日前投票所は開校日のみの開設になります。
※イオンスーパーセンター本荘店での投票は、曜日によって大変な混雑が予想され、
特に土曜日は混み合う傾向にあります。ご不便をおかけいたしますが、曜日や時間帯
をずらすか、他の投票所での投票にご協力をお願いします。

■期日前投票所

施　　設　　名

亀田、下川大内、上川大内、直根、

笹子の各出張所

秋田県立大学本荘キャンパス

投票できる時間帯 設置期間

８時30分～17時

９時～17時

10月16日（月）
　　～10月21日（土）

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査
10月11日より実施中
市議会議員一般選挙
10月16日（月）
　　～10月21日（土）

10月16日（月）
　　～10月20日（金）

本荘由利広域行政センター（市役所隣）

イオンスーパーセンター本荘店

各総合支所

８時30分～20時

９時～19時

８時30分～18時

市 政 情 報
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市長室

　市長の長谷部です。９月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、
市ホームページでもご覧いただけます。

か　ら

９月９日（土）
全国和牛能力共進会審査視察（宮城県仙台市：夢メッセみやぎ）

９月20日（水）
ねんりんピック秋田2017剣道交流大会本市出
場者表敬訪問（応接室）

　

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
剣
道
交
流
大
会
」

に
、
県
の
選
抜
者
と
し
て
本
市
か
ら
出
場
さ
れ

た
皆
さ
ま
が
出
場
報
告
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
本
県
か
ら
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
優
勝

と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
た
こ
と
は
、
本
市
の

選
手
の
皆
さ
ん
の
活
躍
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ま
か
ら
は
「
全
国
か
ら
選
手
が
集
ま
る

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
場
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
で
き
た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
練
習
に
励
み
た

い
」
と
い
う
力
強
い
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
ご
健
康
で
剣
道
を
続
け
て
い
た
だ
く
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
「
和
牛
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
る
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
は
、
全
国
各
地
か
ら
優

秀
な
和
牛
が
集
ま
り
、
そ
の
改
良
の
成

果
や
優
秀
性
を
競
う
全
国
大
会
で
、
今

回
は
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
秋
田
県
予
選
で
勝
ち
抜

い
た
８
人
の
畜
産
農
家
の
皆
さ
ま
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
私
も
会
場
に
ま
い
り
激

励
い
た
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
上
位
入
賞
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
５
年
後
の
共
進
会
に

向
け
て
引
き
続
き
優
秀
な
和
牛
生
産
に

力
を
注
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
市
と
し
て
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

【
矢
島
地
域
】
第
13
回
矢
島
産
業
文
化
祭

【
会
場
】
日
新
館
、
矢
島
屋
内
運
動
広
場
【
両
日
】
農
産
品
品
評
会
／
各

種
展
示
／
石
釜
ピ
ザ
／
お
も
て
な
し
食
堂
な
ど
【
29
日
】
も
ち
つ
き
体
験

／
豪
華
賞
品
が
当
た
る
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
／
呈
茶
席
／
芸
能
発
表
会
な
ど

問…

矢
島
教
育
学
習
課　

☎
56―

２
２
０
３

【
岩
城
地
域
】
第
47
回
岩
城
地
域
文
化
祭

【
会
場
】
岩
城
総
合
体
育
館
【
両
日
】
絵
画
・
写
真
・
書
道
な
ど
の
各
種

展
示
会
【
28
日
】
生
涯
学
習
自
主
講
座
芸
能
発
表
／
保
育
園
児
、
小
・
中

学
生
学
習
発
表
／
茶
の
湯
／
農
産
物
加
工
品
直
売
／
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店

問…

岩
城
教
育
学
習
課　

☎
73―

２
４
６
８

【
由
利
地
域
】
ゆ
り
ま
つ
り

【
会
場
】
善
隣
館
、
由
利
体
育
館
、
由
利
図
書
館
、
由
利
武
道
館
【
両

日
】
各
種
出
店
／
体
験
学
習
／
作
品
展
な
ど
【
28
日
】
由
利
小
学
校
マ
ラ

ソ
ン
大
会
／
民
話
紙
芝
居
／
親
子
読
書
感
想
発
表
会
【
29
日
】
芸
文
協
合

同
芸
能
発
表
会
／
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
／
茶
会
／
少
年
剣
道
錬
成
会
／

由
利
中
学
校
駅
伝
大
会
な
ど

問…

由
利
振
興
課　

☎
53―

２
１
１
２

【
大
内
地
域
】
第
13
回
大
内
地
域
市
民
祭

【
会
場
】
大
内
総
合
支
所
、
大
内
公
民
館
、
岩
谷
体
育
館
、
ぽ
ぽ
ろ
っ
こ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
岩
谷
広
場
【
展
示
部
門
】
園
芸
・
各
種
作
品
展

な
ど
【
イ
ベ
ン
ト
】
学
芸
交
流
・
芸
能
発
表
会
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
／
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
／
寿
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど

問…

大
内
教
育
学
習
課　

☎
65―

２
２
１
０

【
東
由
利
地
域
】
秋
ま
つ
り
２
０
１
７

【
会
場
】
有
鄰
館
、
東
由
利
公
民
館
、
ぷ
れ
っ
そ
【
両
日
】
生
涯
学
習
作

品
展
【
29
日
】
こ
ど
も
ま
つ
り
／
芸
文
協
芸
能
発
表
会
／
消
防
は
し
ご
車

乗
車
体
験
／
消
防
服
試
着
／
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
縁
日
広
場
／
黄
桜
食
堂
／

石
窯
ピ
ザ
試
食
＆
販
売
／
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※

28
日
㈯
〜
11
月
１
日
㈬　

写
真
、
陶
芸
作
品
展
（
会
場
：
ぷ
れ
っ
そ
）

問…

東
由
利
教
育
学
習
課　

☎
69―
２
３
１
０

【
鳥
海
地
域
】
第
32
回
鳥
海
地
域
産
業
文
化
祭

【
会
場
】
紫
水
館
【
両
日
】
農
林
業
展
／
商
工
特
産
・
芸
文
作
品
・
学
校

作
品
・
鳥
海
獅
子
ま
つ
り
写
真
展
な
ど
【
28
日
】
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
29
日
】
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
／
地
産
調
理
コ
ン
テ
ス
ト
／
包
丁
研

ぎ
サ
ー
ビ
ス
／
鳥
海
郷
土
芸
能
ま
つ
り
／
バ
ザ
ー
・
地
場
特
産
品
販
売
な
ど

問…

鳥
海
産
業
課　

☎
57―

２
２
０
５

　
【
西
目
地
域
】
第
13
回
収
穫
感
謝
イ
ベ
ン
ト
「
は
ま
な
す
フ
ェ
ア
」

【
会
場
】
道
の
駅
「
に
し
め
」
イ
ベ
ン
ト
広
場
▽
売
れ
る
米
づ
く
り
消
費

拡
大
Ｐ
Ｒ
（
数
量
限
定
：
サ
ン
プ
ル
米
無
料
配
布
、
新
米
販
売
）
／
ね
ぎ

ま
つ
り
（
袋
詰
め
放
題
）
／
廃
食
油
リ
サ
イ
ク
ル
／
錦
鯉
品
評
会
／
西
目

特
産
鍋
／
海
産
物
直
売
／
ヤ
ー
ト
セ
／
抽
選
会
／
り
ん
ご
重
量
当
て
ク
イ

ズ
／
西
目
高
校
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
／
子
ど
も
あ
き
ん
ど
塾
ほ
か

問…

実
行
委
員
会
事
務
局（
道
の
駅
「
に
し
め
」
内
）　
☎
33―

４
２
６
０

各
地
域
の
産
業
文
化
祭

10
月
28
日
㈯
〜
29
日
㈰

10
月
29
日
㈰

由利本荘市民まつり由利本荘市民まつり由利本荘市民まつり
産業と文化の祭典

10月21日（土）・22（日）
　　「第13回市民芸術文化祭」同日開催！
問い合わせ先　農業振興課　☎２４－６２３４

●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　 ●　 　

　●ギャラリー１／２／３　21日㈯・22日㈰　9時～
　　17時（22日は15時まで）
　　・第13回市民芸術文化祭～展示部門～
　　　（合同華道展、絵画、写真、押花、陶芸、水墨    
　　　　画、文芸展ほか）
　　・市民まつり小学生書道展
　●大ホール　22日㈰　11時半開場　12時半開演
　　・第13回市民芸術文化祭～ステージ部門～
　　　（民謡、仕舞、日本舞踊、新日本舞踊、詩吟、
　　　　フォークダンス、ジャズダンス、フラダンス、
　　　　ハーモニカ、空手道演武ほか）
　●創作テラス　21日㈯　10時半～
　　・石沢産新そば試食会（先着300人：無料）
　●創作テラス　22日㈰　10時～15時
　　・第13回市民芸術文化祭～茶会（呈茶）～
　●市民活動室　21日㈯　9時～
　　・建築相談会＆木工教室（建築士会由利支部）
　　　※木工教室：先着50人、参加費300円
　●西口入り口周辺　21日㈯・22日㈰　9時～16時
　　・住宅相談会＆作品展示（建築労働組合由利支部）

　●わいわいストリートほか　21日㈯・22日㈰　9時
　　～16時（22日は15時まで）
　　・中学生の「税についての作文」展
　　・ケーブルテレビＰＲコーナー
　　・ジオパークＰＲコーナー
　　・農地中間管理機構相談コーナー
　　・雇用創造協議会実践メニュー成果物公開セミナ
　　　ー（21日のみ）
　●練習室１　21日㈯・22日㈰　10時～正午
　　・行政相談
　●２階　本荘教育学習課前通路　21日㈯・22日㈰　
　　9時～16時
　　・平和展
　※本年度は、第140回秋田県種苗交換会が本市で行  
　　われるため、市民まつりでの農産品品評会ならび
　　に学校農園展は行いませんので、種苗交換会への
　　出品をお願いします。
　※市民まつり協賛行事として種苗交換会期間中に、
　　小学生書道展、保育園児展、学校給食展、菊花展
　　を行います。（小学生書道展については、市民まつ
　　り期間中もカダーレギャラリーにて展示します）

会場：カダーレ

会場：鶴舞会館

会場：本荘保健センター２階

会場：ガス水道局

　●１階　運動室　21日㈯・22日㈰　9時～16時
　　・第65回本荘由利発明工夫展
　　・第46回本荘由利未来の科学ゆめ絵画展
　　・産業教育展（秋田県立大学システム科学技術学部）
　　・親子ミシン体験教室（22日は正午まで）
　　・シルバー人材フェア
　●１階　調理実習室ほか　21日㈯・22日㈰　9時～16時
　　・母子寡婦福祉会手づくり展
　　・わぴえ小物販売コーナー
　●２階　研修ホール　21日㈯・22日㈰　9時～16時
　　・第74回由利本荘市工芸品展
　　・ギャラリートーク（21日11時半～）
　　・刺し子制作実演・販売コーナー
　　・ハンドメイド販売コーナー
　●３階　講堂ほか　21日㈯～23日㈪　9時～16時（23日は
　　15時まで）
　　・第48回全国ごてんまりコンクール
　　・本荘ごてんまり制作実演・販売コーナー
　　・本荘ごてんまり制作体験
　　　（事前予約：観光文化振興課　☎２４－６３４９）

　●21日㈯・22日㈰　9時～16時
　　・食生活改善展
　　・生活習慣病予防食試食会
　　・健康チェックコーナー（各種測定、認知症チェック、
　　　健康相談など）
　　・マタニティ・赤ちゃんコーナー（予防接種スケジュー
　　　ル相談など）
　　・薬と健康展（秋田県薬剤師会本荘由利支部）

　●21日㈯・22日㈰　10時～15時
　　・2017由利本荘市ガス水道局　秋の大感謝祭

９：30～　開会式辞、オープニング演奏（尾崎小学校吹奏楽部）　10：00～　褒賞授与式
オープニングセレモニー 10月21日㈯　カダーレ　大ホール












